
厚生労働科学研究委託費（医薬品等規制調和・評価研究事業） 

委託業務成果報告（業務項目） 

 

先行調査地域における試行的な情報提供 
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研究要旨 

平成 25年に、宮城県・北海道病院薬剤師会の薬剤師 1,578名を対象に調査を行った結果、

医薬品・医療機器等安全性情報報告制度を理解している割合は約 60％、副作用報告経験の

ある割合は約 20％であった。さらに、副作用報告をしない理由として、「医薬品と副作用

の関連が不明確：約 40％」、「報告する方法を知らなかった：約 20％」、「患者から十分な

情報が得られなかった：約 10％」が多かった。また、約半数がファーマコビジランスに関

する情報を得たいと回答した。本研究の目的は、平成 25 年に実施した先行調査の結果に

基づいて、薬剤師会等の広報・講演会・勉強会・学会・学術雑誌における発表・ホームペ

ージ・メーリングリスト等を通じて試行的な情報提供を行い、その効果を評価し、全国的

な調査結果のより効果的なフィードバック方法を明らかにすることである。今年度は、平

成 25 年に実施した先行調査地域である宮城県において、薬剤師会等の講演会・勉強会・

学会における発表・ホームページ・メーリングリスト等を介した結果報告・医薬品・医療

機器等安全性情報報告制度の紹介等を以下の通り行った。日本病院薬剤師会東北ブロック

第 4回学術大会：薬剤師における「医薬品・医療機器等安全性情報報告制度」に関する理解

と実践。第 17 回日本医薬品情報学会総会・学術大会：医薬品リスク計画に関する薬剤師の

認識。第 145 回宮城県病院薬剤師会学術研究発表会：病院薬剤師における医薬品安全性

評価に関する認識。宮城県病院薬剤師会学術研修会：近年のファーマコビジランス活動の

動向に関する情報提供を実施。宮城県病院薬剤師会メーリングリスト：近年のファーマコ

ビジランス活動の動向に関連する情報を配信。東北大学病院薬剤部ホームページ：医薬

品・医療機器等安全性情報報告制度に関する情報を掲載。宮城県病院薬剤師会ホームペー

ジ：近年のファーマコビジランス活動の動向に関連する情報を掲載。東北大学病院薬剤部

セミナー：医薬品・医療機器等安全性情報報告制度に関する情報提供を実施。今後も引き

続き情報提供等を継続し、平成 28 年度に再度実施予定の全国の薬剤師（日本病院薬剤師

会会員）に対するアンケート調査によって、本情報提供等の効果を評価する予定である。 



A．研究目的 

平成 25 年に、宮城県・北海道病院薬剤

師会の薬剤師 1,578 名を対象に調査を行っ

た結果、医薬品・医療機器等安全性情報報

告制度を理解している割合は約 60％、副作

用報告経験のある割合は約 20％であった。

さらに、副作用報告をしない理由として、「医

薬品と副作用の関連が不明確：約 40％」、

「報告する方法を知らなかった：約 20％」、

「患者から十分な情報が得られなかった：約

10％」が多かった。また、約半数がファーマ

コビジランスに関する情報を得たいと回答し

た。 

本研究の目的は、平成 25 年に実施した

先行調査の結果に基づいて、薬剤師会等

の広報・講演会・勉強会・学会・学術雑誌に

おける発表・ホームページ・メーリングリスト

等を通じて試行的な情報提供を行い、その

効果を評価し、今年度別途実施している全

国の病院薬剤師を対象とした調査結果のよ

り効果的なフィードバック方法を明らかにす

ることである。 

 

B．研究方法 

今年度は、平成 25 年に実施した先行調

査地域である宮城県において、薬剤師会等

の講演会・勉強会・学会における発表・ホー

ムページ・メーリングリスト等を介した結果報

告・医薬品・医療機器等安全性情報報告制

度の紹介等を以下の通り行った。 

 

（倫理面の配慮） 

該当なし 

 

C．研究結果 

１．日本病院薬剤師会東北ブロック第 4回

学術大会：薬剤師における「医薬品・医

療機器等安全性情報報告制度」に関

する理解と実践（ポスター発表）（図 1）。 

２．第 17 回日本医薬品情報学会総会・学

術大会：医薬品リスク計画に関する薬

剤師の認識（ポスター発表）（図 2）。 

３．第 145 回宮城県病院薬剤師会学術研

究発表会：病院薬剤師における医薬品

安全性評価に関する認識（口頭発表）

（図 3）。 

４．宮城県病院薬剤師会学術研修会：近

年のファーマコビジランス活動の動向に

関する情報提供を実施。 

５．宮城県病院薬剤師会メーリングリスト：

近年のファーマコビジランス活動の動

向に関連する情報を配信。 

６．東北大学病院薬剤部ホームページ：

医薬品・医療機器等安全性情報報告

制度に関する情報を掲載。 

７．宮城県病院薬剤師会ホームページ：

近年のファーマコビジランス活動の動

向に関連する情報を掲載。 

８．東北大学病院薬剤部セミナー：医薬

品・医療機器等安全性情報報告制度

に関する情報提供を実施。 

 



 

 

図 1. 日本病院薬剤師会東北ブロック第 4 回学術大会発表ポスター 

 



 

 

図 1. 日本病院薬剤師会東北ブロック第 4 回学術大会発表ポスター 

 

 



D．考察 

今回実施した情報提供は、各種学会・研

修会・セミナーへの参加者やメーリングリスト

への登録者などに限られるため、すでに意

識の高い薬剤師に対する情報提供となって

いる可能性がある。しかしながら、今年度は、

上記の情報提供に加え、日本病院薬剤師

会の会員薬剤師全員を対象としたアンケー

ト調査を実施しているため、より広範囲の薬

剤師に対する情報提供につながっていると

考えられる。 

 

E．結論 

今後も引き続き情報提供等を継続し、平

成 28年度に再度実施予定の全国の薬剤師

（日本病院薬剤師会会員）に対するアンケ

ート調査によって、本情報提供等の効果を

評価する予定である。 

 

F．健康危険情報 

なし 

 

G．研究発表 

 

1. 論文発表 

なし 

 

2. 学会発表 

1. 小原拓, 佐藤倫広, 山口浩明, 髙田紀

子, 鈴木理沙子, 飯田優太郎, 青木良

子, 天沼喜美子, 松浦正樹, 佐藤真由

美, 井関健, 眞野成康. 薬剤師におけ

る「医薬品・医療機器等安全性情報報

告制度」に関する理解と実践. 日本病

院薬剤師会東北ブロック第 4 回学術大

会（仙台）, 2014.5.31-6.1. 

2.  山口浩明, 小原拓, 佐藤倫広, 大久

保孝義, 村井ユリ子, 井関健, 眞野成

康. 医薬品リスク計画に関する薬剤師

の認識. 第 17 回日本医薬品情報学会

総 会 ・ 学 術 大 会 （ 鹿 児 島 ） , 

2014.7.12-13.  

3.  小原拓, 山口浩明, 飯田優太郎, 佐

藤倫広, 村井ユリ子, 松浦正樹, 佐藤

真由美, 井関健, 眞野成康. 病院薬剤

師における医薬品安全性評価に関する

認識. 第 145 回宮城県病院薬剤師会

学術研究発表会（仙台）, 2015.3.8. 

 

H．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

 

1. 特許取得 

なし 

 

2. 実用新案登録 

なし 

 

3. その他 

なし 


